
●労働者･学生15人の仲間を返せ！
１月15日の｢長野ツアーバス事故｣で多くの学生･労働者の仲間

の命が奪われた。非正規で雇われていた65歳の運転手には何の

責任もない。｢労働者の非正規職化｣が仲間の命を奪った元凶だ。

●｢戦争と貧困｣の資本主義社会を倒そう！
社会を動かしているのは労働者だ。学生も未来の労働者だ。

労働者の命がこれほど軽んじられる社会とは一体何なのか？

ついに非正規労働者は全体の４割を超えた。資本の利益のた

めに、労働者･学生が日々殺されている。｢非正規職化｣は｢女性

と子どもの貧困｣にも連鎖している。

学生の現実もまったく同じだ。学費はどんどんつり上がり、

奨学金利用者は52.５％に達し、大学院生の４人に１人が500万

円以上の借金を背負わされている。奨学金返済滞納者は33万人

で、その８割が年収300万円未満だ。いったい誰のための｢大学｣

なのか？ 人を殺して、おとしめる｢教育｣とは何か？

学生の貧困は、｢経済的徴兵制｣＝戦争へと直結している。労

働者が非正規職に突き落とされ、学生が貧困に叩き込まれるこ

の現実こそ、｢１％｣の支配者(＝資本家)のために｢99％｣の労働

者･学生が殺し合わされたかつての戦争とまったく同じだ！

法大生のみなさん！ 私たちの敵は一つだ。亡くなった仲間の

無念を晴らすために、ともに闘って社会を変えよう！

全日本学生自治会総連合(斎藤郁真委員長)
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国鉄分割・民営化で不当解雇から29年

２.14国鉄集会
２月14日(日) 午後６時（５時30分開場）

すみだ産業会館８階サンライズホール

【写真】｢セウォル事故｣に抗議し遺族と労働組合が団結して集会を行った。

｢パククネが責任を取れ｣｢誰のための国家なのか、これ以上殺すな｣という

スローガンを掲げたメーデー大会（2014年5月1日 ソウル駅前広場）



●｢営業権｣を掲げてビラまきを禁圧！
法政大学(田中優子総長)は、２月５日から始まる入試期間中、

｢半径250ｍ以内｣(右の地図)でビラまきや情宣活動を禁止する

｢仮処分｣を東京地裁に申し立てた。大学のあり方を批判したり、

戦争に反対する宣伝活動を行うと、法大への入学者数が減って

｢法大経営に損害を与えるから(！)｣というのだ。恥知らずにも

｢営業権(カネ儲けの権利)｣を主張し、｢入試はカネ儲けのため

だ｣と完全に居直り、｢違反したら罰金100万円払え｣と主張する。

ふざけるな！ これが｢自由と進歩｣を標榜する法政大の｢教育｣

だ。｢ビラまき禁止｣措置とは、｢憲法停止＝戒厳令｣状態を法大

周辺でつくり出すことだ。法大当局と裁判所が結託して、７年

連続で｢憲法停止｣の暴挙に手を染めようとしている。｢営業権｣

による｢憲法停止｣こそ、安倍政権が狙う｢緊急事態条項(＝改憲

の核心)｣の先取りであり、戦争に突き進むために労働者･学生

の闘いを圧殺する国家の姿だ！ 田中優子総長＝安倍の先兵だ！

●法大に闘う学生自治会をつくろう！
｢バス事故｣をうけて田中優子総長や尾木直樹教授はＨＰ等で

｢悲しい｣｢宝物を失った｣などと言っている。冗談ではない！！

まさにこの社会に｢おかしい！ ｣と声をあげる学生を処分し、

警察に売り渡してきたのは法大当局ではないか！ 法大当局こ

そ、金儲けに血道をあげて労働者･学生を虐殺した｢バス会社｣

｢ツアー会社｣とまったく同じではないか！

今こそ法政大学に闘う学生自治会をつくろう！ ストライキ

で改憲・戦争を阻止しよう！ 教育と未来を奪い返そう！

◆鈴木たつお弁護士プロフィール
＊日放労(ＮＨＫ)長崎分会長として闘い、不当解雇される。

＊第二東京弁護士会所属。｢許すな改憲！大行動｣代表呼びかけ人。

＊2014年東京都知事選と衆院選(東京８区)に立候補。

◆斎藤いくま全学連委員長プロフィール
＊2007年４月、法政大学法学部政治学科に入学。

＊サークル団体である文化連盟委員長として法大闘争に参加し、

｢無期停学｣処分を受けながらも10年間にわたる法大闘争を牽引。

＊2011年９月から全学連(全日本学生自治会総連合)委員長に。

(衆院選の場合･東京８区＝杉並区から)
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